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1.環境経営方針 

基本理念 

株式会社ヤマジスは、地球環境保全を経営の重要課題と位置づけ、持続可能な循環型社

会の実現に取り組みます。 

 

基本方針 

環境保全活動を推進するにあたり、以下の活動項目を掲げ継続的に取り組みます。 

1.事業活動に伴う環境への負荷を削減するために以下の項目を継続的に取り組みます。 

 ①収集運搬車両等及び営業車両の燃料使用量を削減し、排気ガスの抑制に努めま 

す。 

 ②事業活動に伴う電気使用量の削減に努めます。 

 ③一般廃棄物の適正処理及びリサイクルの推進に努めます。 

2.環境活動を推進するにあたり、環境目標・環境活動計画を策定し取組みます。 

 また、策定した目標・計画は定期的に見直します。 

3.当社事業活動に係る環境関連法規・条例その他の公的基準を遵守します。 

4.環境方針は、全社員に周知徹底させるとともに、社員の環境に関する意識の向上を 

図ります。 

5.環境管理に関する情報は、社内外に公表し、地域社会とのコミュニケーションを図 

ります。 

 

2022 年 10 月 1 日 

株式会社 ヤマジス 

代表取締役 崎山 譲治 

 



 

2.組織の概要 

 1）事業所名・資本金・法人設立年月日及び代表者名  

   株式会社 ヤマジス  資本金 1,000 万円   

法人設立年月日 平成 13 年 12 月 10 日 代表取締役 崎山 譲治 

 2）所在地 

   〒370-1201 群馬県高崎市倉賀野町 4748 番地 13 

   TEL 027-386-8439 FAX 027-386-8244 

 3）環境管理責任者 

   代表責任者    代表取締役 崎山 譲治 

   環境管理責任者  代表取締役 崎山 譲治 

 4）対象範囲（認証・登録範囲） 

   株式会社ヤマジスの全組織及び全活動 

 5）事業規模 

活動規模 単位 
2021 年 

（2021/7～2022/6） 

2022 年 

（2022/10～12） 

売上高 百万円 274 65 

収集運搬量 t 1,040 255 

従業員 人 13 13 

事務所面積 ㎡ 230 230 

工場面積 ㎡ 245 245 

 6）事業の内容 

  ①許認可内訳 

   ⅰ）一般建設業許可証  

解体工事業 とび・土木工事業 許可番号 群馬県知事許可（般-2） 

               有効期限 令和 7 年 6 月 4 日 

   ⅱ）産業廃棄物収集運搬業許可証 

対象地域 許可番号 有効年月日 

群馬県 01000084607 令和 9 年 5 月 15 日 

埼玉県 01104084607   令和 6 年 6 月 9 日 

東京都 第 13-00-084607 号 令和 6 年 6 月 6 日 

栃木県 00900084607 令和 5 年 6 月 23 日 

千葉県 01200084607 令和 7 年 4 月 20 日 

神奈川県 01400084607 令和 7 年 4 月 26 日 

長野県 2009084607 令和 7 年 2 月 11 日 

茨城県 00801084607 令和 5 年 4 月 16 日 



 

   

   

対象地域 許可年月日 産業廃棄物の種類 

群馬県 令和 4 年 5 月 16 日 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラ

スチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムく

ず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及

び陶磁くず、がれき類、ばいじん 

埼玉県 令和元年 7 月 1 日 

 

 

汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、

繊維くず、金属くず、ガラスくず・コンクリ―トく

ず及び陶磁器くず、がれき類 

東京都 令和元年 6 月 7 日 汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、

繊維くず、金属くず、ガラス・コンクリ―ト・陶磁

器くず、がれき類 

栃木県 平成 30 年 6 月 24 日 汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、

繊維くず、金属くず、ガラスくず・コンクリ―トく

ず及び陶磁器くず、がれき類 

千葉県 令和 2 年 4 月 21 日 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラス

チック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、

金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁

くず、がれき類、ばいじん 

神奈川県 令和 2 年 4 月 27 日 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラス

チック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、

金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁

くず、がれき類、ばいじん 

長野県 令和 2 年 2 月 12 日 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラス

チック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、

金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁

くず、がれき類、ばいじん 

茨城県 平成 30 年 7 月 10 日 汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、

繊維くず、金属くず、ガラスくず・コンクリートく

ず及び陶磁くず、がれき類 

 

 

 

 

 



 

 

   ⅲ）一般廃棄物収集運搬業許可証 

対象地域 許可番号 許可年月日 有効年月日 

高崎市 第 146 号 令和 4 年 9 月 27 日 令和 6 年 10 月 17 日 

前橋市 第 176 号  令和 4 年 9 月 13 日 令和 6 年 10 月 3 日 

 Ⅳ）その他 

    フロン回収事業者登録証 登録番号 第 000127010 号 

  

 ②収集運搬車両の内訳 

   脱着装置付きコンテナ専用車 2 台 

   キャブオーバー       3 台 

   塵芥車           1 台 

   ダンプ           1 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3.推進組織図 

 

 

 

 

 総務経理部 

【最高責任者】 

代表取締役社長 崎山 譲治 

工事環境部・営業部 

【環境委員会】 

（月 1 回開催） 

【事務局】 

小林 俊惠 

職名                  役割 

最高責任者   【代表取締役 崎山譲治】 

        ①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。当該責任者には、現在の 

         責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。 

        ②エコアクション 21 の構築・運用・維持に必要な経営諸資源（人材・資金・機器・ 

         設備・技術・技能を含む）を準備する。 

        ③環境経営方針を制定する。 

        ④エコアクション 21 の構築・運用に関する情報を収集し、環境経営方針・目標・ 

         計画等、システム全体の見直しを行ない、必要に応じ改訂を指示する。 

        ⑤当社における課題とチャンスを明確にする。 

環境管理責任者 【崎山譲治】 

        ①エコアクション 21 に関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を図り、目的を 

         達成するために環境委員会を運営する。 

        ②エコアクション 21 の構築と運用を円滑に行ない、最高責任者による見直しのた 

         めの情報として、構築・運用に関する情報を最高責任者に提供する。 

事務局     【小林俊惠】 

        ①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション 21 に関する実務全般 

         を所管する。 

環境委員会   最高責任者・環境管理責任者・事務局・部門長で構成し、月 1 回環境管理責任者が 

        招集する。環境経営目標の設定、環境経営計画の策定及び進捗管理について協議す 

        る。環境管理責任者が必要と認めた者は出席することができる。 

 

 

 

 

 

 

【環境管理責任者】 

崎山 譲治 



 

4.環境経営目標・計画・実績 

 

環境経営目標 環境経営計画 

 
項目 

基準年 
(実績) 

2022
年度 

2023
年度 

2024
年度 

達成状況 実施事項 評

価 

1 二酸化炭

素排出量

の削減 

＜電力量.> 

 

（3,526 ㎏- 
CO2/10 万
円） 

1.29 
 

2021
年 度 に
対して 
1％減 

2021
年 度 に
対して 
1.5%減 

2021
年 度 に
対して 
2％減 

達成 

①空調温度適正化 

②節電表示の掲示 

③エアコン清掃実施 

④照明等のこまめの

OFF 

⑤電力量の集計 

A 

A 

B 

A 

 

A 

2 二酸化炭

素排出量

の削減 

＜ガソリン＞ 

（ 14,120
㎏-CO2/10
万円） 

5.15 

2021
年 度 に
対して 
1％減 

2021
年 度 に
対して 
2%減 

2021
年 度 に
対して 
3％減 

達成 

①エコドライブの実施 

②車両点検整備の徹底 

③効率的な運転ルート 

④ｶﾞｿﾘﾝ使用量の集計 

B 

B 

B 

A 

3 二酸化炭

素排出量

の削減 

＜軽油＞ 

（ 43,595
㎏-CO2/10
万円） 

15.89 
 

2021
年 度 に
対して 
1％減 

2021
年 度 に
対して 
2%減 

2021
年 度 に
対して 
3％減 

未達 

①エコドライブの実施 

②車両点検整備の徹底 

③効率的な運転ルート 

④軽油使用量の集計 

B 

B 

B 

A 

4 
廃 棄 物 の

削減 

420 ㎏ 
 

2021
年 度 に
対して 
1％減 

2021
年 度 に
対して 
2%減 

2021
年 度 に
対して 
3％減 

達成 

①分別ルールの徹底 

②ペーパーレス化の推進 

③裏紙使用ルールの徹底 

④廃棄物排出量の集計 

A 

B 

C 

A 

5 水 使 用 量

の削減 
43 ㎥/13 人 

3.31 ㎥ 
現状 
維持 

現状 
維持 

現状 
維持 達成 

①節水表示 

②トイレの節水 

③メーターの確認 

A 

A 

C 

6 本 業 に 関

する目標 

①収集運搬車両の清潔保持 

②車両・容器からの廃棄物の飛散防止 

③顧客への分別提案 

④危険物等の混入防止依頼 

⑤資材のグリーン購入 

⑥周辺環境への配慮 

⑦梱包材の再利用、産廃のリサイクル 

B 

A 

B 

B 

C 

A 

A 

環境経営計画の評価（詳細は次ページ） 

評価 A・・取組めた B・・取組不足 C・・取組めなかった 

基準値に対する実績 

項目 
2021 年度 

（基準値） 

今年度目標値 

（年度） 

今年度実績 

（10 月～12 月） 

削減率 

（％） 

今年度実績 

（kg-CO2） 

電力（※） 1.29 1.28 1.20 -6.98 783 

ガソリン 5.15 5.10 4.72 -8.35 3,072 

軽油 15.89 15.73 23.13 45.56 15,040 

廃棄物 420 ㎏ 416 ㎏ 100 ㎏ -76.20  

水使用量 3.31 ㎥ 3.31 ㎥ 1.23 ㎥ -62.84  

※ 排出係数は 0.474 ㎏-CO2/kwh＜東京電力エナジーパートナー＞を使用しています。 



 

 項目 
達成 
状況 実施事項 

評
価 評価事由 

1 二酸化炭

素排出量

の削減 

＜電力量.> 

 

達成 

①空調温度適正化 

②節電表示の掲示 

③エアコン・室外機の清掃点検 

④照明等のこまめの OFF 
⑤電力量の集計 

A 

A 

B 

A 

A 

電力量については、すべての実施

事項において満足すべき結果と

なった。 

2 二酸化炭

素排出量

の削減 

＜ガソリン＞ 

達成 

①エコドライブの実施 

②車両点検整備の徹底 

③効率的な運転ルート 
④ｶﾞｿﾘﾝ使用量の集計 

B 

B 

B 

A 

エコドライブについては、現状で

は浸透しきれていない。より一層

の意識向上が必要である。 

3 二酸化炭

素排出量

の削減 

＜軽油＞ 

未達 

①エコドライブの実施 

②車両点検整備の徹底 

③効率的な運転ルート 

④軽油使用量の集計 

B 

B 

B 

A 

軽油については遠隔地の現場が

多く、使用量が増加していること

により未達となった。 

4 
廃 棄 物 の

削減 
達成 

①分別ルールの徹底 

②ペーパーレス化の推進 

③裏紙使用ルールの徹底 
④廃棄物排出量の集計 

A 

B 

C 

A 

トイレットペーパーの芯までも

分別しているが、裏紙使用は情報

秘匿の観点から進んでいない。 

5 水 使 用 量

の削減 
達成 

①節水表示 

②トイレの節水 
③メーターの確認 

A 

A 

C 

水道使用量は少量であり重要性

は低い。2 か月ごとの使用量明細

において大きな差異は生じてい

ない。 

6 本 業 に 関

する目標 

①収集運搬車両の清潔保持 

②車両・容器からの廃棄物の飛散防止 

③顧客への分別提案 

④危険物の混入防止依頼 

⑤資材のグリーン購入 

⑥周辺環境への配慮 

⑦梱包材の再利用、産廃のリサイクル 

B 

A 

B 

B 

C 

A 

A 

 
危険物の混入防止等、顧客への
分別提案は常に行なっている
が、完璧な協力を得ることは容
易ではなく、継続的に働きかけ
ていくしかない。リサイクルは
会社サイドの行為であるから当
然のこととして行なっている。 

 

 

次年度の環境経営目標及び環境経営計画について 

 エコアクション 21 の運用を始めて間もないため、当初の中長期目標で次年度も進め、また 

 環境経営計画も前年度と同様な計画で進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

5.環境関連法規の遵守 

№ 法律・条例等 要求事項 
遵守状

況 

1 大気汚染防止法 

（アスベスト関連） 

①アスベスト含有有無の調査 

②解体工事開始前の労働基準監督署への届出 

③除去工事終了後の取り残しがないことを確認 

遵法 

2 自動車から排出される窒

素酸化物の特定地域にお

ける総量の削減等に関す

る特別措置法 

事業者は事業活動に伴う自動車 NOx・PM の排出抑制

のために必要な措置をとること（法 4） 

 
遵法 

3 道路交通法 安全運転管理者による安全運転指導 遵法 

4 フロン排出抑制法 ①第一種特定製品の管理者判断基準の順守（法 16） 

②すべての製品を対象とした簡易点検の実施 

③一定の第一種特定製品は定期点検の実施 

④点検等の履歴の保存等 

遵法 

5 廃棄物の処理及び清掃に

関する法律 

①事業者の業務（法 3） 

②事業者はその廃棄物を自ら処理しなければならない

（法 11） 

③産業廃棄物の収集運搬及び処分委託基準（令 6-2） 

④産業廃棄物保管基準（法 12 の 2 施規 8） 

⑤水銀使用製品廃棄物の適正保管及び処分 

遵法 

6 家電リサイクル法 ①廃棄時にリサイクル料を負担し引取業者に処理依頼

をする 

②引取業者（小売）はメーカーに引渡し再商品化に務める 

③収集運搬料金とリサイクル料を明示して公表 

遵法 

7 PCB 特措法 廃棄品の PCB の有無 遵法 

8 建設リサイクル法 解体工事における一定要件に該当する件名の届出 遵法 

9 騒音規制法 解体工事における騒音防止 遵法 

10 振動規制法 解体工事における振動防止 遵法 

11 下水道法 ①設置の届出 

②排出基準の厳守 
遵法 

環境関連法規への違反はなく、また関係当局より違反等の指摘はありません。 

 



 

 

6.代表者による全体評価と見直し 

2021 年度 1 年間を基準年度としているため、10 月～12 月の実績で CO2 削減評価は困難な

部分は否定できないが、軽油を除き、総使用量の前期 3 ヶ月間との実績比較において順調に推

移していることを実感している。 

軽油使用量については、遠隔地の現場が多いことに起因している。費用が先行し、収益計上時期

と対応していないことから目標数値に対して未達となっている。 

当社の CO2 排出量の 97％は、ガソリン・軽油使用量によるものであり、エコドライブの励行

は重要課題と認識している。 

喫緊の課題は、活動開始して間もないため当制度を全社員に定着させることと考えている。 

 

 

 

 


